
1 腀軦镴裊鉵

腀腀銍裓

銍裓 ‥‥‥‥‥‥「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害が発生す
　る危険な状態が生じる事が想定されます。」

‥‥‥‥‥‥「注意しなさい！」（上記の「注意」と併用して注意をうながす記号です。
　必ずお読みになり、記載事項を守ってください。）

‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥

「してはいけません！」（一般的な禁止記号です。）

靰質芨苦苑譌趆苌郠难

邡陀遽

JIS镩裈詏苌軷躉談苍軦镴苈芢苅芭芾芳芢腂
漏水の原因となります。
取付可能な樹脂管は次のJISに当てはまる、呼び径13A（K960LU-1-10Aの場合は10A）
のものです。
なお、設置条件（給水温度・圧力など）については、各JISに準拠してください。
・JIS K 6769-1999 架橋ポリエチレン管M種（E種電気融着式は不可）
・JIS K 6787-1997 水道用架橋ポリエチレン管M種（E種電気融着式は不可）
・JIS K 6778-1999 ポリブテン管
・JIS K 6792-1997 水道用ポリブテン管

●ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害・物損）に結び付く可能性があります。いずれも、�
   安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●施工完了後、試験運転を行い異常がない事を確認すると共に、工事店様は説明書に沿ってお客様に使用�
　の仕方を説明してください。

膜邅鎹赈躖苆闇雊軦镴赈躖苍醊賝苌赈鋶苰轜閪釅趇苭芹苄芩苧赳苁苄芭芾芳芢腂
膜蹻赈腅跬鎮鍟貟苌芽苟腁荺腛荘郚軨苰靰裓芵苄芭芾芳芢腂

膜野覞闇腩荻腛荨賺腪苍9.5芍芍隔苍12.5mm苉野覞芵苄芢苜芷腂�
   9.5芍芍隔苍12.5mm裈詏苌闇腩荻腛荨腪苉苍軦镴芯苅芫苜芹英腂�
膜闇鏠诳諔苍40mm裈迣詭闛芵苄芭芾芳芢腂�
膜賅鋨顧芪賅鋨苅芫苩苦芤苉諔銌苌诟芭苉軦镴芯苄芭芾芳芢腂
膜豹韊鍓趜苈苇训鍸苌軣芢辊苖苌軦镴芯苌跛苍腁闢训跞苰靰芢苩苈�
腀苇芵苄轛閪苈训鍸苰闛苁芽迣苅腁賅鋨顧苰軦镴芯苄芭芾芳芢腂

銍裓

単位：mm

膜芨鏇苝苉苈苁芽賣苍腁芨蹧芢苉苈苩闻芪芢苂苅苠鏇苟苩辊苉镋芸闛談芵苄芭芾芳芢腂

膜蹻赈賣腁花苌郠难辑苰芨譱靬苖芨鍮芵芭芾芳芢腂

腩誔腪蹏襨邅郰邻跬辊  陻軐  膧537-0023  釥跣蹳鎌邬详诊鋃1銚雚12铔29趆
         芨離趇芹郦腀腀õ@釥跣腩06腪6976-8661腀õ@鎌讞腩03腪3683-7496

邅鎹靰荒莓荚莓荧腀荾荌荖莓荏荖莓荶莌荢荧
腤腤腤腤腤腤K960LU-1腅K960LU-1-10A腅K960LU-3

OFG

蹻赈郠难辑 蹻赈苌酏苉花苌郠难辑苰苦芭芨鏇苝苌芤芦腁邳芵芭蹻赈芵苄芭芾芳芢腂

鎀貋芪靜酺芳苪苩鉮裦苉苍蹧靰芵苈芢苅芭芾芳芢腂
凍結破損で漏水し、家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。

鍤譃苌荒莓荚莓荧苌诟芭苉軦镴芯苈芢苅芭芾芳芢腂
水道用コンセントからの水による、漏電のおそれがあります。

腀腀腀腀腀腀 草腛荧荘荧荢荰腛镴荪荢荶莋�
　使用中に給水ホースのジョイント部がはずれても、�
　安全装置が働いて通水しない機構になっています。�
　（ただし、給水ホース中の破損や漏水は安全装置が�
　働きません。）

　洗濯機などにより発生した水撃を緩和する機構にな�
　っています。

莌药腛
吐水量の調節および止水ができます。

顒邅貟鉭貊
内部で万が一漏水がおこった場合に水が出ます。

荾荌荖莓荏荮莓荨莋

邅貂諉顡譴蹾闙

　吐水温度の調節ができます。
　（本製品はサーモスタット機能は付いていません。
　従ってハンドル中央位置で適温（40℃）にならな�
　い場合があります。）

膜K960LU-1腅K960LU-1-10A

スペーサー
※壁（ボード厚）が
　9.5ｍｍの時に
　使用します。

2 腀諔銌苆賅鋨顧苌賅鋨

（1）固定枠から止水部をはずす。

止水部

壁（ボード）厚が12.5ｍｍの場合
はスペーサーをはずします。

固定枠

なべ小ねじ

なべ小ねじ

3 腀鑺談苌軦镴芯

配管は保守点検が容易な場所に取付けてください。

（1）芳苢談苌郚醱腩芳苢談芪镴芢苄芢苩迪趇腪

（2）軷躉談苌郚醱

軷躉談苰郘鉦芷苩躞苍銼詰鍸腩荊荢荧雊芪軎苟苉苈苧
苈芢躖腪苆荌荙苉銍裓芵苄芭芾芳芢腂�
顒邅苌貴裶苆苈苨苜芷腂

銍裓

止水部

継手（別売）

① 樹脂管を固定枠内と水受けに通す。

③ 止水部を樹脂管に固定する。

② 樹脂管に継手（別売）を取付ける。
   （オネジ仕様の場合）

樹脂管

ニップル

なべ小ねじ（M3×30）�
をはずす。

水受け

腩銍腪軷躉談芪賅鋨芵苉芭芢迪趇苍腁�
         蹾邅閔苌荪荢荶莋苰苍芸芵苄�
         賅鋨芵苄芭芾芳芢腂

抜け止めリング

固定枠

膜K960LU-3

●側面固定の場合

（2）固定枠の側面か上面のビス穴に木ねじを通し、間柱に固定枠を仮固定する。

膜醤雊腁迣雊賅鋨苰酧苝趇苭芹苩苆苦苨训賅苉賅鋨苅芫苜芷腂

●上面固定の場合
当木

ビス穴

木ねじ

ビス穴

木ねじ

間柱の取付基準面
固定枠基準面

銍裓

① 固定枠から抜け止めリングをはずす。

さや管

② さや管を抜け止めリングに差し込む。

さや管を引っ張ってロック�
されたことを確認

③ 抜け止めリングが付いたさや管を固定枠に差し込む。

継手（別売）
Rc1/2めねじ

樹脂管継手付仕様の場合

腩銍腪膜莁莓荥荩莓荘芪靥裕苈迪辊苉軦镴芯苄芭芾芳芢腂
膜芢苁芽英蹧靰芵芽誄莊莓荏苍跄蹧靰芵苈芢苅芭芾芳芢腂
膜跬识銆苍軨釜苈苇苅軨苌闛賬苰芵苄芭芾芳芢腂
膜辝苢郜苪诈芪苁芽談苍蹧靰芵苈芢苅芭芾芳芢腂

継手本体を樹脂管に固定してください。

継手本体

割リング
（方向性は
ありません。）
袋ナット

架橋ポリ
エチレン管

部品を順番に
管に通す。

マーク

1 管が継手本体の差込確認
穴から見えるまで確実に
奥まで差し込む。

2 割リングを継手本体に
つき当たるまで押しつ
ける。

3 袋ナットを割リング先端が約
1ｍｍ見えるまで締付ける。
締付後、袋ナットのゆるみ確
認のため、マークをしておく。

4

差込確認穴

約１ｍｍ

ニップル

樹脂管継手付
仕様の場合

腀腀銍裓
膜賅鋨顧芪邅閽苉軦镴芢苄芢苈芢苆莌药腛苌跬鎮镳韇苌貴裶苆苈苨苜芷腂
膜覺顧苰軦镴芯苩芳苧辬苋芶苰鋷镴芯芷芬苩苆莌药腛苌跬鎮镳韇苌貴裶
腀苆苈苨苜芷腂
膜莌药腛芪跬鎮镳韇苌迪趇苍躟苌銲邮苰赳苁苄芭芾芳芢腂

腫莌药腛芪跬鎮镳韇躞苌銲邮闻陀腬
　① 固定枠を固定している木ねじを緩めて位置を調整する。
　② 下枠を固定するさら小ねじを調整する。
　　  参照：「施工手順5～6」

●配管内の掃除 ‥‥‥‥‥‥取付前に必ず通水し、配管内のゴミを洗い流してください。
●新築時に取付け用の水道用コンセントです。取付けには木枠組が必要な場合があります。�
●取付け時に柱と平行になるよう注意して取付けてください。

「指示通りにしなさい！」（一般的な行動指示記号です。）

「分解してはいけません！」

銍裓

轃鞝譚轰軒裈詏苌遬苍腁邅郰陻里鏠閔苰閪觰芵苈芢苅芭芾芳芢腂
故障や水漏れの原因になります。

邻镩苉训芢韍苢迕貂苰非芦苈芢苅芭芾芳芢腂
故障や水漏れの原因になります。

膜諔銌苌軦镴諮辀雊苆賅鋨顧苌諮辀雊芪趇芤苦芤苉
腀賅鋨芵苄芭芾芳芢腂
膜闇腩荻腛荨腪軦镴賣腁賅鋨顧芪邅閽苅苈芢迪趇苢
腀莌药腛芪跬鎮镳韇苌迪趇苍腁雘苋芶苰苤苩苟苄裊
腀鉵苰銲郟芵苄芭芾芳芢腂
腀蹑迆腆軨辇5腠6

陻邻镩苉苂芢苄 詥閔苌隼迌

蹻赈苉苂芢苄 蹻赈迣苌芲銍裓

蹻赈苉苂芢苄 蹻赈苉論芷苩裀酓迣苌芲銍裓

蹻赈苉苂芢苄 趫闯难跗

蹻赈苉苂芢苄 鍋郘苈蹧靰述貏

蹻赈苉苂芢苄 蹻赈軨辇

〔水圧について〕

給水・給湯圧力
0.05MPa（流動圧）

最低必要水圧

0.75MPa（静水圧）

最高水圧

〔給湯機について〕

使用最高温度 85℃以下

●給水圧力が0.75MPaを超える場合は、市販の減圧弁で0.2～0.3MPa程度に減圧してください。
●給水圧力は給湯圧力より必ず高くするか、同圧になるようにしてください。
●給湯圧力は必ず0.05MPa以上にしてください。

●給湯機からの給湯管は抵抗を少なくするために最短距離で配管し、配管には必ず保温材を巻いて
　ください。
●誤操作などによるやけど防止のため、42～60℃給湯をおすすめします。
●給湯に蒸気を使用しないでください。

讋鎒覷鍸苍85膎苦苨趂覷苅蹧靰芵苈芢苅芭芾芳芢腂
85℃より高温でご使用になると、器具の寿命が短くなり、水栓が破損し、水漏れのため
家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。

鎒邅苰譴苉鑺談芵苈芢苅芭芾芳芢腂
水を出そうとしても湯が出て、やけどをする事があります。

醼辊苌邅郰苌蹧靰苈苇苉苦苨邅袳闏鎮芪譎花苨腁鎒苌蹧靰銆苉鎒覷芪譽迣辸芷苩花苆芪芠
苨苜芷腂
やけどのおそれがありますので、やけどのおそれがないところまで水圧変動を抑えた配管
設備にしてください。

郴釳譀苈苇苉郚醱芷苩迪趇苍腁郚醱譀諭苌蹧靰跅趂覷鍸苰詭芩苟苄芩苧郚醱芵苄芭芾芳芢腂
使用最高温度より高い温度で使用しますと、接続機器が破損したり服の繊維を傷めるおそ
れがあります。（服などの洗濯取扱い表示に従って温度を設定してください。）

150mm
以上

250mm以上

100mm

210
mm

下枠×1

スペーサー×1
※壁（ボード厚）が
　9.5ｍｍの時に
　使用します。

化粧プレート×1

ツバ×1

キャップ×1

ミキシング�
ハンドル×1

さら小ねじ×6

木ねじ×4

止水部×1
なべ小ねじ×2

固定枠×1

水受け×1

抜け止め�
リング×2

なべ小ねじ×1

■ 取扱説明書・施工説明書×各1
■ 型紙×1

●通水検査をしていますので水が残っている場合がありますが、製品には問題ありません。

231

121

R1/2

100（開口寸法）

210�
(開口
寸法)

●K960LU-1：さや管サイズ22・25
　　　　　　　  (JIS品樹脂管13A用)
●K960LU-1-10A：さや管サイズ22・25
　　　　　　　　　　 (JIS品樹脂管10A用)

49

60 29

37

（17）

12.57.5

231

121 100（開口寸法）

210�
(開口
寸法)

さや管サイズ22・25
(JIS品樹脂管13A用)

JIS品樹脂管13A
（架橋ポリエチレン管・�
   ポリブテン管）

49

60 29

37

（17）

12.57.5

40mm以上9.5ｍｍ又は�
12.5mm

壁（ボード）厚
壁内空間



取付後の故障や、保守点検の時は次の表に従って点検してください。

A

A

B

B

A

B

A

B

C
C

D

D

セラミック上部

水撃緩和逆止弁

①

レバーが開栓していない。

セラミック上部のゴミかみ。

通水していない。

レバーが開閉しているか確かめる。

セラミック上部を開閉しながら、シート
部を掃除する。
直らない場合は部品を交換する。

水撃緩和逆止弁のシート部を掃除する。

ホース接手のパッキン部のゴミかみがあ
れば取除き、傷があれば部品を交換する。

レバーを閉めてからニップルの安全装置
を左右に動かして、本体内部の圧力を逃
がす。

処置 処　置原　因

レバーが閉栓していない。

セラミック上部のゴミかみ。

レバーが開栓していない。

セラミック上部のゴミづまり。

水撃緩和逆止弁のゴミづまり。

ホース接手のパッキン部の
損傷、ゴミかみ。

水
が
出
な
い

水
が
止
ま
ら
な
い

流
量
が
少
な
い

ニ
ッ
プ
ル
部
か
ら�

　
水
が
漏
れ
る

E

E

通水状態である。
本体内部に圧力がかかって
いる。

ホース接手が適合しない。

（SAN-EIの給水ホースを別途
  お求めください。）

ホ
ー
ス
接
手
が
は
ま
ら
な
い

止水

以上の点検を実施されても、不具合がなくならない場合は施工上の不具合が考えられます。
「施工手順8施工・作動点検」を参照してください。

吐水

止水 レバー

②
安全装置を
左右に動かす。

キャップ

（3）ニップルにツバを取付ける。

（4）ミキシングハンドルを本体にカチッと音がするまではめ込む。

① ツバの穴をニップルの溝に合わせ、�
　 ツバの中心穴にはめ込む。

② キャップのツメをツバの穴に合わせ、
　 カチッと音がするまではめ込む。

※湯側・水側の止まる位置に�
　ミキシングハンドルのレバー�
　がくるよう調節してください。

7 　化粧プレートの取付け

化粧プレート

ギア

（注）レバーの溝と止水部のギア�
　　　が合うようにしてください。

（注）レバーが左端の位置まで作動しなく
　　　ても、止水すれば正常です。

壁面と固定枠、配管を
平行に取付けてくださ
い。�
「施工手順5」参照

化粧プレートが�
きれいにはまらない。

ホース接手がはまら�
ない。

処置 原因点検不具合

② 

ホ
ー
ス
の
着
脱
確
認

① 

施
工
確
認

a

f

f

c

e

c

b

b

a

a

8 　施工・作動点検

取付完了後ホース接手を差し込み、元栓を開け通水し、作動および各接合部の水漏れ点検をする。
点検で不具合が発生した場合は次の表に従って処置する。

② ホースの着脱確認
ホース接手

ホースをはずす際は、ホース内の水が出ますので注意してください。

●ホースが確実に着脱できる事。

③ 温度調節確認
　ミキシングハンドルをH側とC側にまわし、温水がきているか�
　確認する。

※本製品はサーモスタット機能は付いていません。
　従って、ハンドル中央位置で適温（40℃）にならない場合があります。

① 施工確認
●化粧プレートが確実にはまっている事。

●ホース接手を引張っても抜けない事。

レバー

（1）化粧プレートと下枠が合うように、カチッと音がするまではめ込む。

（注）向きに注意�
　　　注意書きが入っている�
         方が水栓（本体）側です。

中心穴
ツバ

ミキシングハンドル

スライドする。

h

g

h

g

d

③ 

温
度
調
節
確
認

温度調節がうまくで�
きない。 「施工手順7」参照

d

e

湯側・水側の止まる
位置にミキシングハ�
ンドルのレバーがき�
ていない。

ミキシング水道用コ
ンセントに湯がきて
いない。

「分解と点検」参照

温
度
調
節
が�

う
ま
く
で
き
な
い

ミキシング水道用コンセント�
に湯がきていない。

（給水圧力と給湯圧力の差が�
　大きいと給湯機が着火しな�
　い場合があります。�
　「適切な使用条件」参照）

6 　下枠の取付け

（1）化粧プレートのインシュロックを引っ張っ
        て下枠から化粧プレートを取りはずす。

固定枠

壁（ボード）

5   　壁（ボード）取付け

（注）固定枠の寸法範囲でクロスなどを
　　　カットしているか確認してください。

（注）型紙を固定枠ねじ取付位置に�
         合わせてから穴を開けてください。

（2）固定枠高さ範囲内に壁（ボード）の当たり
　 　 面がある事を確認した後、壁を取付ける。

（1）固定枠の取付寸法の確認をした後、壁（ボ
　 　 ード）に型紙を使用して墨出しを行い、
　 　 穴を開ける。

壁（ボード）

（2）さら小ねじ6本を下枠に取付ける。

下枠

インシュロック

※化粧プレート取りはずし後、インシュ
　ロックは不要です。�
　下枠から切りはずしておいてください。

化粧プレート

固定枠

1. なべ小ねじ
座金2.
ギア3.

セラミック上部
インサート4.

なべ小ねじ

なべ小ねじ

5.

本体
6.
7.

ミキシングハンドル
ブッシング

8.

ミキシングカートリッジ
9.

10.
取付台11.

固定枠
12.

水受け
13.

抜け止めリング
14.

化粧プレート
15.

さら小ねじ
16.

下枠
17.
18.

なべ小ねじ20.
水撃緩和逆止弁21.
ニップル22.
ニップル23.
ツバ24.

25.
26.

キャップ
スペーサー

木ねじ19.

K960LU-1
K960LU-1-10A

27.
28.

ニップル

29.
割リング
袋ナット

K960LU-3

11

13

6

7

26

16

19

15

14

6

8

9

10

12

21

22

27

28

29

23

24

25

18

20

17

下枠

さら小ねじ×6

●下枠の上下を間違えて取付けないでください。
●下枠を取付けるさら小ねじを締付けすぎ
　るとレバーの作動不良の原因となります。

上

下

注意

注意

配管や固定枠を壁面
に対して平行に施工
していないため、固
定枠が歪んで取付け
られている。

通水状態である。
本体内部に圧力がか
かっている。

ホース接手が適合し
ない。

「分解と点検」参照

「分解と点検」参照

レバー作動不良。
（固い・重い）

レバーが動かない。

下枠を取付けるさら
小ねじを締めすぎて
いる。

さら小ねじをゆるめて
水平に取付け直してく
ださい。
「施工手順6」参照

壁（ボード）厚12.5
ｍｍでスペーサーを
入れている。

スペーサーを取り除く。
「施工手順2」参照

レバーの溝と止水部
のギアが合っていな
い。

「施工手順7」参照

（2）レバーの作動確認を行う。
① 元栓を止める。
② レバーを左右に動かし、作動不良がない事を確める。

6mm以内のアキ

ホース接手

パッキン

漏水を壁表側に出すための漏水検知穴を設けています。�
万が一の漏水に備えて次の点検を行ってください。

漏水検知穴

漏水

定期的に、配管周りの水漏れや、漏水検知穴のま
わりが漏れていないか確認してください。
水漏れして家財などを濡らす財産損害発生のおそ
れがあります。

水漏れなし

水漏れ

確認

　　注意

お手入れ 定期的な点検

こんなときは 分解と点検

こんなときは 本製品の構造④ 止水部を固定枠に固定する。
なべ小ねじ

なべ小ねじ

4 　通水点検

元栓を開いて通水し、各接合部の水漏れ点検をする。

本製品の構造を表したイラストです。構造をご理解いただくのにご使用ください。

1

2

3

4

5

補修用性能部品

セラミック上部
R37-182X-S

100

210

木ねじ

木ねじをゆるめて�
位置を調節する。

木ねじ

壁（ボード）取付け後、固定枠が壁面に対して水平でない場合やレバーが作動不良の場合は、
位置を調整してください。

すき間
壁（ボード）

固定枠

傾き

傾き

傾き 傾き

〔固定枠の位置確認〕

注意

傾き 傾き

補修用性能部品

水撃緩和逆止弁
88-251X



●壁面に埋め込むことで、突出感がなくスッキリ。水栓本体の機能はそのままです。
●ホースが接続していないと通水しない安全設計。
●ワンタッチ接続で簡単着脱。
●バルブ部にセラミック上部を使用しているので耐久性にすぐれています。

工事店様へ

ご使用の前にこの説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。

お客様へ
お読みになった後は、お使い
になる方がいつでも読める所
に必ず保管してください。

施工後、この説明書をお客様
へお渡しください。

取扱説明書

ニップル

ホースの接続

① ホース接手を本体のニップルへカチッと音がするまで差し込む。

② 接続後、給水ホースを引張って抜けない事を確認する。

ホースの離脱

① レバーを止水位置に合わせる。 ② ホース接手をはずす。

止水

抜け防止ジョイント

ホース接手

引き下げ�
ながら差し込む。

引き下げ�
ながらはずす。

給水ホースをはずす際は、給水ホース内の水が出ますので、注意してください。

レバー

レバー

　　　　　　 オートストッパー付ニップル�
　使用中に給水ホースのジョイント部がはずれても、�
　安全装置が働いて通水しない機構になっています。�
　（ただし、給水ホース中の破損や漏水は安全装置が�
　働きません。）

　洗濯機などにより発生した水撃を緩和する機構にな�
　っています。

レバー
吐水量の調節および止水ができます。

漏水検知穴
内部で万一漏水がおこった場合に水が出ます。

ミキシングハンドル

水撃緩和逆止弁

　吐水温度の調節ができます。
　（本製品はサーモスタット機能は付いていません。
　従ってハンドル中央位置で適温（40℃）にならな�
　い場合があります。）

●ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害・物損）に結び付く可能性が
　あります。いずれも、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってく
　ださい。
●施工完了後、試験運転を行い異常がない事を確認すると共に、工事店様は説明書に沿っ
　てお客様に使用方法、お手入れの仕方を説明してください。

注意 ‥‥‥‥‥‥「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害
　が発生する危険な状態が生じる事が想定されます。」

‥‥‥‥‥‥「注意しなさい！」（上記の「注意」と併用して注意をうながす�
　記号です。必ずお読みになり、記載事項を守ってください。）

‥‥‥‥‥‥「してはいけません！」（一般的な禁止記号です。）

‥‥‥‥‥‥「指示通りにしなさい！」（一般的な行動指示記号です。）

用語および記号の説明

OFG

水道用コンセント　ミキシングシンプレット
‥‥‥‥‥‥ K960LU-1・K960LU-1-10A・K960LU-3 レバー

吐水

止水
（注）レバーが左端の位置まで作動しなく�
　　　ても、止水すれば正常です。

（注）レバーは全開でご使用ください。
　　　給湯機が着火しない場合があります。

水

湯

レバーをスライドして吐水、止水します。

吐水・止水

ミキシングハンドルを右にまわすと水、左にまわすほど�
温度が高くなります。

※本製品はサーモスタット機能は付いていません。
　従って、ハンドル中央位置で適温にならない場
　合があります。

温度調節

湯を使用した後は必ず、ミキシングハンドルを水側に戻しておいてください。

ゆっくりと

　注意

水
給水ホースに元口が付いている場合は元口を
はずして接続してください。

給水ホース

元口（付属）

引下げながら
はずす

‥‥‥‥‥‥「分解してはいけません！」

製品に強い力や衝撃を与えないでください。
故障や漏水の原因になります。

分解は、保守・点検の決められた項目以外
はしないでください。
器具が破損し、やけど・けがをしたり、水
漏れで家財などを濡らす財産損害発生のお
それがあります。

凍結が予想される場所でご使用になる場合
は、凍結予防を確実に実施してください。
凍結破損で水漏れし、家財などを濡らす財
産損害発生のおそれがあります。

窓を閉めるなど

窓を閉めるなど

定期的に、配管周りの水漏れや、漏水検知
穴のまわりが漏れていないか確認してくだ
さい。
水漏れして家財などを濡らす財産損害発生
のおそれがあります。

漏水検知穴

漏水

水漏れなし

水漏れ

確認

確認

注意

注意

注意

●配管部などに保温材を巻いてください。
●屋内の窓を閉めるなどして水栓周囲の温度が
　氷点下にならないようにしてください。
※凍結による破損は保証期間内でも有料修理と
　なります。

一般用でも凍結のおそれがある場合は、次の処置によって凍結を予防できる場合があります。

6mm以内のアキ

本製品について 各部の名称

ご使用について ご使用に関する安全上のご注意

ご使用について

使用方法

洗濯機給水ホースの適合について

ご使用について

ご使用について ホース着脱方法

ご使用について 凍結予防

 ‥‥‥‥‥‥ 「指示した場所に触れてはいけません！」

小さいお子様だけのご使用は、避けてくだ
さい。
やけど・けがをするおそれがあります。

高温の湯をお使いのときは、吐水口に直接
肌を触れないでください。
吐水口は高温になっているのでやけどをす
るおそれがあります。

給湯温度は最高85℃まででお使いくださ
い。
85℃以上でご使用になると器具の寿命が
短くなります。
なお、誤操作などによるやけど防止のため、
42～60℃給湯をおすすめします。

85℃

湯

水

湯

水

湯をお使いの後は、しばらく水を流してか
ら止水してください。
次に使用する際、水栓内に残っている高温
の湯が出て、やけどをするおそれがありま
す。

ミキシングハンドルの温度位置を確かめて
吐水してください。
高温の湯が出てやけどをするおそれがあり
ます。

レバーは、ゆっくり回してください。�
レバーを急に閉めると、配管に衝撃が加わ
り、水漏れで家財などを濡らす財産損害発
生のおそれがあります。

日頃から、ときどき吐水口を回してくださ
い。�
吐水口を長期間回さずに使用すると水あか
などが付着し、無理に回そうとすると、水
漏れの原因になります。

高温の湯をお使いの後は必ずミキシングハ
ンドルを水側に戻してください。
次に使用する際、いきなり高温の湯が出て
やけどをするおそれがあります。

吐水口先端に重いものを下げたり、力をか
けて回したりしないでください。
摩耗、変形などでパッキンの寿命が短くな
り、吐水時に吐水口部から微少の水がにじ
み出るおそれがあります。

②
安全装置を
左右に動かす。

①
止水

適温であるか確認

洗濯機などを使用しない時は、レバーを閉�
めてください。
給水ホースがはずれて漏水し、家財などを
濡らす財産損害発生のおそれがあります。

通水状態や本体内部に圧力がかかっている
場合、給水ホースを取付ける事ができませ
ん。
給水ホースを取付ける事ができない場合は、
レバーを閉めてからニップルの安全装置を�
左右に動かして、本体内部の圧力を逃がし�
てください。

② ホースを
 　 はずす。

① 作動（給水スタート）する。

給水ホースをはずす際は、給水ホース
内の水が出ますので注意してください。�
特に給水ホース内に圧力がかかってい
る場合は水が吹出すおそれがあります。
洗濯機などに取付けている場合は、一
旦、作動（給水スタート）して、給水
ホース内の圧力を逃がしてから、給水
ホースをはずしてください。

給水ホースをはずす際は、レバーを止水位
置に合わせてからはずしてください。
水が吹出して家財などを濡らす財産損害発
生のおそれがあります。

止水してい
るか確認

解氷機やアースを水栓に通電しないでくだ
さい。
水栓が発熱で破損し、家財などを濡らす財
産損害発生のおそれがあります。

止水

洗濯機などに接続する場合は、接続機器の
使用最高温度を確かめてから接続してくだ
さい。
使用最高温度より高い温度で使用しますと、
接続機器が破損したり服の繊維を傷めるお
それがあります。
（服などの洗濯取扱い表示に従って温度を
   設定してください。）

止水

単水栓など

元口

※元口はニップルのない水栓
　と給水ホースをつなぐため
　の部品です。
　元口は必要ありませんが転
　居などに備え、保管をおす
　すめします。

洗濯機用ニップルは日本電機工業会規格(JEM1206)�
に基づいた給水ホースの接続を対象としております。
抜け防止ジョイントが付いていても、一部メーカー
で適合しない場合があります。
その場合はSAN-EI自動洗濯機ホースを別途お求め
ください。

抜け防止
ジョイント



レバー

修理を依頼される前に、次の表に従って点検してください。

以上の点検を実施されても、不具合がなくならない場合はお手数ですが販売店（工事店）にご依頼ください。

器具の構造を表したイラストです。構造をご理解いただくのにご使用ください。

A

A

A

A

B

B

ホース接手

パッキン

止水

レバーが開閉しているか確かめる。

ホース接手のパッキン部のゴミかみ
があれば取除き、傷があれば部品を
交換する。

処置 処　置原　因

ニ
ッ
プ
ル
部
か
ら�

　
水
が
漏
れ
る

流
量
が
少
な
い

水
が
止
ま
ら
な
い

レバーが開栓していない。

通水していない。

レバーが閉栓していない。

レバーが開栓していない。

ホース接手のパッキン部の
損傷、ゴミかみ。

水
が
出
な
い

C C
通水状態や本体内部に圧力が�
かかっている。

ホース接手が適合しない。
（SAN-EIの給水ホースを別途
  お求めください。）

ホ
ー
ス
接
手
が
は
ま
ら
な
い

レバーを閉めてからニップルの安全
装置を左右に動かして、本体内部の
圧力を逃がす。

②�
安全装置を
左右に動かす。

①�
止水

吐水

横浜営業所

金沢営業所

神戸営業所

四国営業所
広島営業所

福岡営業所
熊本営業所
沖縄営業所

ホームページ http://www.san-ei-web.co.jp
‥‥‥ (045)929-0331

‥‥‥ (076)268-7751

‥‥‥ (078)843-9231

‥‥‥ (089)982-5071
‥‥‥ (082)922-3631

‥‥‥
‥‥‥ (096)385-7161
‥‥‥ (098)869-0890

東 京 支 店
名古屋支店
大 阪 支 店
札幌営業所

仙台営業所
新潟営業所
さいたま営業所

‥‥‥ (03)3683-7471
‥‥‥ (052)800-8688
‥‥‥ (06)6972-6981
‥‥‥ (011)782-5353

‥‥‥ (022)258-6251
‥‥‥ (025)281-1291
‥‥‥ (048)625-4741

盛岡営業所 ‥‥‥ (019)605-7301

京都営業所 ‥‥‥ (075)605-5761

本社　〒537ｰ0023　大阪市東成区玉津1丁目12番29号
　　　TEL (06)6972-5921　FAX (06)6974-7001

(092)674-1230

　注意

製品についた汚れを放置しておくと、汚れが落ちにくくなることがあります。
快適にお使いいただくために、日頃のお手入れをおすすめします。

次のものは使用しないでください。変色や傷み
のおそれがあります。
●酸性・アルカリ性および塩素系の洗剤類
　※特に酸性洗剤はメッキを侵します。
●ベンジン・シンナー・ラッカー・アルコール
　などの溶剤や油類
●クレンザーなどの粒子の粗い洗剤
●ナイロンたわしなど

●柔らかい布で水拭きして、よくしぼった布で汚れを拭き取ってください。
●汚れが目立つときは、中性洗剤を柔らかい布にふくませて拭き取った後水拭きして、
　よくしぼった布で汚れを拭き取ってください。

漏水を壁表側に出すための漏水検知穴を設けています。�
万が一の漏水に備えて次の点検を行ってください。

定期的に、配管周りの水漏れや、漏水検知穴
のまわりが漏れていないか確認してください。
水漏れして家財などを濡らす財産損害発生の
おそれがあります。

　　注意

漏水検知穴

漏水

水漏れなし

水漏れ

確認

こんなときは オプション品について

SAN-EIでは、水まわりを快適にサポートできるようにオプシ
ョン品や補修パーツをホームセンターなどでとりそろえてお
ります。
（品質改良、原材料事情などにより、品番、仕様などの変更、
  および製造中止を予告なくさせていただく場合があります。
  あらかじめご了承ください。）

自動洗濯機延長ホース
SAN-EI 品番：
PT17-2-0.5（長さ0.5M）
PT17-2-1   （長さ1M）
PT17-2-2   （長さ2M）
PT17-2-3   （長さ3M）
PT17-2-4   （長さ4M）

■ ホースを延長したい。■ 洗濯機給水ホースを変えたい。

自動洗濯機給水ホース
SAN-EI 品番：
PT17-1-0.5（長さ0.5M）
PT17-1-1   （長さ1M）
PT17-1-1.5（長さ1.5M）
PT17-1-2   （長さ2M）
PT17-1-3   （長さ3M）
PT17-1-5   （長さ5M）

お手入れ 日頃のお手入れ

お手入れ 定期的な点検

こんなときは 故障？　その前に こんなときは 本製品の構造

1. なべ小ねじ
座金2.
ギア3.

セラミック上部
インサート4.

なべ小ねじ

なべ小ねじ

5.

本体
6.
7.

ミキシングハンドル
ブッシング

8.

ミキシングカートリッジ
9.

10.
取付台11.

固定枠
12.

水受け
13.

抜け止めリング
14.

化粧プレート
15.

さら小ねじ
16.

下枠
17.
18.

なべ小ねじ20.
水撃緩和逆止弁21.
ニップル22.
ニップル23.
ツバ24.

25.
26.

キャップ
スペーサー

木ねじ19.

K960LU-1
K960LU-1-10A

27.
28.

ニップル

29.
割リング
袋ナット

K960LU-3

11

13

6

7

26

16

19

15

14

6

8

9

10

12

21

22

27

28

29

23

24

25

18

20

17

1

2

3

4

5

補修用性能部品

セラミック上部
R37-182X-S

■ 散水用ホースを接続したい。

ホースナット付ジョイント
SAN-EI 品番：PT17-4F�
適合ホース：内径φ12～15ｍｍ�
　　　　　　外径φ18～20ｍｍ

散水用ホース

■ ベンリー管などねじでつなぎ
　 たい。

ねじ付ジョイント
SAN-EI品番：T17-6F

G1/2
常にホースに圧力がかかる機器に
は使用しないでください。
ホースが抜けた場合に家財などを
濡らす財産損害発生のおそれがあ
ります。

注意

アフターサービス
〔補修用性能部品の供給期間〕

この製品の補修用性能部品（機能維持のために必要な部品であり、使用期間中に取替える可
能性が高いもの）の供給期間は製造中止後10年です。

〔修理の依頼と部品交換の依頼について〕
●修理依頼と部品交換依頼先：お求めの販売店（工事店）又は当社
●連絡していただきたい内容：■住所、氏名、電話番号
　　　　　　　　　　　　　　■品番、品名
　　　　　　　　　　　　　　■お買上げ（据付け引渡し）年月日     
　　　　　　　　　　　　　　■故障内容、異常の状況（水漏れ箇所の説明など）、
　　　　　　　　　　　　　　　部品交換の依頼
　　　　　　　　　　　　　　■訪問希望日
●当社の修理および部品交換料金は「技術料」＋「部品代」＋「出張料」で構成されています。
「技術料」‥‥‥診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作
　　　　　　　　業にかかる費用。
「部品代」‥‥‥修理および部品交換に使用した部品代。
　　　　　　　　（無料修理で交換した古い部品・製品は当社の所有になります。）
「出張料」‥‥‥製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用。

●止水部やパッキンが摩耗・劣化すると水漏れの原因となります。
　この場合、該当部品の交換が必要です。
●安全・快適にお使いいただくために、定期的な逆止弁の点検・交換をお願いします。

〔部品の交換〕

●まずは、お求めの販売店（工事店）へご相談ください。
　ご不明な場合は最寄りの当社営業所へお問合せください。

〔部品のご購入や修理の依頼、ご相談は〕

お手入れ 定期的な部品交換

安全・快適にお使いいただくために、定期的な部品交換をお客様にお伝えください。

万が一、逆止弁が正常に機能しない場合、状況によっては水栓から一度吐水した水が
逆流するおそれがあります。

※逆止弁や部品交換を依頼される方は取扱説明書の「アフターサービス」を参照して
　ください。

逆止弁の交換時期：3年ごと

逆止弁の交換

補修用性能部品

水撃緩和逆止弁
88-251X

補修用性能部品

水撃緩和逆止弁
88-251X
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